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ルカによる福音書 19:ザアカイ

おはようございます教会、今日は皆さんと一緒にここに来られてとてもうれしいです。何か

を言う前に、今朝神の御言葉を皆さんに伝えるという信頼を私に与えてくれた司牧チームに

感謝したいと思います。これは大変光栄なことです。私の名前はイスラエル・タラマンテス、

B4のヒスパニック系教会工場であるセントロ・ビクトリアの牧師です。日曜日の午前10時30

分に、駐車場の向かいにある西棟に集まります。ヒスパニック系の教会の繁栄を探している

人を知っているなら、私たちがいつどこで集まるかを知らせてください。日曜日 10:30

繰り返しになりますが、今日神の御言葉をお届けできることを光栄に思います。ここ4、5週

間、私たちは「イエスに会う」という説教シリーズを続けてきました。私たちはルカのレン

ズを通してイエスがどんな人であるかをもっと知り、学ぼうとしてきました。ルカの福音書

を読んでいると、私たちは病気になった人々の物語を見たり学んだりしてきました。

イエスとの個人的な出会い。私たちは彼らの交流や感情について読み、彼らの人生における

イエスの働きを見てきました。私たちの願いは、この 8 週間で、皆さんが自分の目でイエス

を体験し、見ることができることです。彼の言葉を読めば読むほど、彼をもっと知ることが

できます。彼は昨日も、今日も、そして永遠に同じです。

序論

今日、私たちは聖書の非常に有名な一節を読んで歩いてみましょう。そして、あなたが教会

で育ったなら、私が何を言っているのか分かるでしょうし、もしあなたが教会で育っていな

いなら、心配しないでください、これから私がここで話していることをお話します。実は、

これから学習するこのキャラクターには、彼自身の歌があります。私たちの多くは日曜学校

でこの歌を歌ったことがあります。私が誰のことを話しているのか分かりますか？有名なザ

アカイについて話しています。曲はどうなるんですか？ザアカイは小さな男でした、そして

彼も小さな男でした？彼は主が見たいと望んでおられるためにプラタナスの木に登った。こ

の歌もスペイン語であることをご存知ですか？ Zaqueo era un chaparrito asi que viva en jerico, y
cuando Jesus paso por ahi aun zicomoro subit…
この人はとても人気があるので、自分の曲を持っています。しかし、この男についてもっと

学びましょう。聖書を開いていただくか、ルカ 19 章の 1 節から始まる聖書を開いていただ

きたいと思います。これから彼の物語を読みますが、聖句を読んでいる間、少し休憩しま

す。

コンテクスト

少し文脈を説明します。私たちはイエスの地上での生涯の最後の週に入ります。イエスの生

涯の最後の一週間はここエリコの街から始まり、エルサレムに向かって進みます。エリコは

海面下にあり、エルサレムは海面上にあるため、イエスは十字架につけられる場所に着くま



でに約15〜20マイルの坂を登らなければなりませんでした。彼は自分の命を捧げるために十

字架に向かう途中でしたが、立ち止まり、命を救うために一日を費やしました。彼は死に向

かう途中でも、生きなければならない人々のことを考えていました。私たちは慈悲深い神に

仕えています。

しかし、この停留所が何であったかを見てみましょう。それでは1節を読んでみましょう -

“また、イエスは失望せずに常に祈るべきことを、人々に譬で教えられた。 「ある町に、神

を恐れず、人を人とも思わぬ裁判官がいた。”

ルカによる福音書 18:1-2 口語訳

(他の翻訳では、彼は大金持ちになったと書かれています。)

面白いこと

これが興味深いのは、前章のルカ 18 章で、イエスのところにやって来て次の質問をした金

持ちの若者の別の物語がルカによって示されているからです：

“また、ある役人がイエスに尋ねた、「よき師よ、何をしたら永遠の生命が受けられましょう

か」。”

ルカによる福音書 18:18 口語訳

（イエスは、父と母を敬わなければいけない、姦淫をしてはいけない、盗んではいけない、

噂話をしてはいけない、などと答えます。そして彼は、「はい、分かった、心配しないでく

ださい。私は実際には善良です」と言います。しかし、イエスはこう答えます）

“イエスはこれを聞いて言われた、「あなたのする事がまだ一つ残っている。持っているもの

をみな売り払って、貧しい人々に分けてやりなさい。そうすれば、天に宝を持つようになろ

う。そして、わたしに従ってきなさい」。 彼はこの言葉を聞いて非常に悲しんだ。大金持で

あったからである。 イエスは彼の様子を見て言われた、「財産のある者が神の国にはいるの

はなんとむずかしいことであろう。 富んでいる者が神の国にはいるよりは、らくだが針の穴

を通る方が、もっとやさしい」。 これを聞いた人々が、「それでは、だれが救われることが

できるのですか」と尋ねると、 イエスは言われた、「人にはできない事も、神にはでき

る」。”

ルカによる福音書 18:22-27 口語訳

裕福な人に近づくのは昔も今も困難です。しかし、イエスは 19 章 2 節で、たとえ困難では

あっても不可能ではないことを示されました。

私たちには不可能なことでも、神にとってはすべてが可能です

今のあなたの状況は不可能に思えるかもしれませんが、神が味方してくれるなら、すべてが

可能になるので、信じてください。



引き続き 3 節を読んでみましょう

“彼は、イエスがどんな人か見たいと思っていたが、背が低かったので、群衆にさえぎられて

見ることができなかった。 それでイエスを見るために、前の方に走って行って、いちじく桑

の木に登った。そこを通られるところだったからである。”

ルカによる福音書 19:3-4 口語訳

いくつか注意したい点があります:

1 日 - 数人の歴史家は、2000 年前の平均的な人間の身長は約 5 フィートだったと述べてい

ます。さて、これが 2000 年前の平均身長であるとすれば、ルカがザアカイを背の低い男と

表現したとすれば、彼はかなり背が低かったに違いありません。私の身長は6,6'1なので、私

にとって彼はかなり背が低かったに違いありません。

2番目 – さて、なぜルークは自分が背が低いという事実を強調したのでしょうか?彼は徴税人

で金持ちだったから、放っておくこともできたでしょう...しかし、そうではありません。彼

は自分が背が低いという事実について言及した。ルークが背が低いことを話した理由を調べ

てみました。聖書に答えがない質問を自分自身に問いかけてみたことがありますか?といった

質問が…

例:

- イエスはトイレに行ったことがありますか?彼はイエスだったので、そうしない力を持っ

ていました。ゴリアテの足はどれくらいの大きさでしたか？あなたがこれらの答えを見つけ

ることはできないでしょう。なぜなら、聖霊はこの情報をあなたに伝えるように著者たちに

尋ねなかったからです。もし聖霊がこれを聖書に載せる必要があると感じたなら、それを書

いただろう。

聖書には、ザアカイは背が低かったとしか書かれていません。そしてザアカイは私たちです

これはどういう意味ですか?これは聖霊が私に語られたことです。私たちの生活の中には、自

分が小さい、自分が満たされていないと感じる領域があります。人が自分より背が高くて大

きいように感じたり、人が自分よりも高い場所にいるように感じたり、私たちは皆、自分が

小さいと感じます。そして、私たちは自分が小さいと感じるので、誰もが不足しています。

例

一瞬だけ無防備になってみたいと思います。私がここに立っているという事実は奇跡です。

なぜ奇跡が起こるのでしょうか？今朝ここに来るのに必要なものが自分には備わっていない

と感じたからです。私はあまり賢くなかったので、アクセントがひどくて人々は私のことを

理解できませんでした。こうした不十分な感情すべてが私の心にありました。それから恐怖



が入り込み始め、不安が私の心を支配し始めました。私は不安と恐怖を感じ、敵の嘘と戦わ

なければなりませんでした。

私たちは誰しも、自分にはふさわしくないと内心感じています。私たちは十分ではありませ

ん。必要なものを持っていない。

私たちは、自分が小さいと思われないように、どんなことでもするつもりです。

そして時々、私たちは自分が小さいと感じるのが嫌で、暗闇の場所に連れて行かれることが

あります。

応用

自分が小さいと感じたとき、私たちはどうすればよいでしょうか？自分が足りないと感じた

り、自分が十分ではないと感じたりするときはどうですか?私たちはイエスに会うために走ら

なければなりません。私たちはプラタナスの木に登ることはできないかもしれませんが、神

の御前に来ることはできます。私たちの欠点は、私たちを神の恵みへと駆り立てるはずで

す。

ザアカイは群衆の上を見ることができませんでした。彼らは途中でした。それで彼はプラタ

ナスの木に登りました。

でも、読み続けましょう - “イエスは、その場所にこられたとき、上を見あげて言われた、

「ザアカイよ、急いで下りてきなさい。きょう、あなたの家に泊まることにしているか

ら」。 そこでザアカイは急いでおりてきて、よろこんでイエスを迎え入れた。”

ルカによる福音書 19:5-6 口語訳

次の節に進む前に、群衆の全体像をよりよく把握できるように、徴税人が誰であるかを復習

しましょう。

面白いこと – ザアカイという言葉は純粋、無実、正義を意味します。しかし、彼は純粋、無

邪気、正義とは正反対の人物でした。人々は彼を嫌っていました。徴税人も泥棒や殺人者の

中に含まれていました。徴税人はローマ政府のために働いていたユダヤ人であったため、裏

切り者とみなされていました。彼は徴税人であるだけでなく、徴税官長でもありました。彼

はある地域を担当していました。彼には力があった。

ローマ帝国の機械に資金を提供するために、ザアカイは人頭税と呼ばれるものを請求する必

要がありました。

これは単にローマの空気を吸うことに対する税金でした。あなたが生きていて、男性が14歳

から65歳、女性が12歳から65歳であれば、人頭税を支払わなければなりません。所得税、輸

入税、道路税、魚税がありました。網ごと、魚一匹ごとに課税されました。



地税があり、荷車税と呼ばれるものがありました。あなたがカートを持っていて、このカー

トが通りを転がり、そこで物を売るとすると、カートに積まれている車輪 1 つごとに料金が

請求されます。カートに 4 つの車輪が付いている場合は、その 4 つの車輪に対して税金が請

求されます。

なぜこのような情報をすべて提供するのでしょうか?

これらの税金をすべて支払わなければならないのは腹立たしいことだろう。さて、イエスが

ザアカイの町に滞在するために来ると聞いたとき、人々がザアカイについてどのように感じ

たか想像できますか。彼らの返答を読んで、ここに飛行機を着陸させたいと思います。

“人々はみな、これを見てつぶやき、「彼は罪人の家にはいって客となった」と言った。”

ルカによる福音書 19:7 口語訳

（彼らは不平を言い始め、批判し、不平を言い始め、「よくもイエスが客人だ。あいつは犬

だ、裏切り者だ。なぜイエスはこんなことをするんだ？」などと言い始めた。）

観察

ザアカイが欠点があるためにイエスに会うことを許さなかった群衆は、イエスがザアカイを

見つけたときにつぶやき、不平を言い、批判し、イエスを批判したのと同じ群衆でした。お

そらく群衆はイエスを求めていましたが、イエスが一緒に過ごす人々を望んでいなかったの

でしょう。

私たちは教会で何回群衆になったでしょうか？

誰が入るか、誰が正義の人か、誰が純粋か、誰が十分な善人かを決めるのは私たちです。

時々、私の宗教心が邪魔になることがあります。所属するには、これをし、このように見え

る必要があります。私は群衆になります。

例:

私の父がどのようにして私たちの街の犯罪組織のリーダーに連絡を取ったのかを話しましょ

う。私の判断のせいで彼が変わるとは思っていませんでしたが、宗教心が芽生えてしまいま

した。しかし、イエスの力によって彼は変えられ、説教者になりました。

残念ながら、人々がイエスを見るには宗教が邪魔をします。イエスが一緒にいたいと望んで

いる人々は、私たちの基準には当てはまりません。グレースは理論的には良さそうですが、

実際には不可能に思えます。私たちは恵みの民だと言いますが、誇りと行いにおいては恥ず

べき者になってしまいます。ベジャミンはイエスを必要としていたし、望んでいたが、私は

彼が十分に優れているとは思わなかった。しかし、イエスが立ち寄って彼と出会い、彼の人

生は永遠に変わりました。

応用



もしあなたが自分に居場所がないと感じたり、誰も自分のことなど気にかけてくれないと感

じているなら、今朝、イエスの臨在が立ち止まって、あなたの名前を呼んでくださいます。

群衆の真ん中で、彼はあなたをまっすぐに見て、あなたと関係を持ちたいと思っています。

結論

ザアカイが悔い改め、財産の半分を寄付し、お金を騙し取った人たちにその4倍の金額を返済

したことを私たちは知っています。私はイエスがザアカイと群衆に与えた答えが大好きで

す。

これが手口です: “イエスは彼に言われた、「きょう、救がこの家にきた。この人もアブラハ

ムの子なのだから。 人の子がきたのは、失われたものを尋ね出して救うためである」。”

ルカによる福音書 19:9-10 口語訳

霊的に言えば、人の子は、不足している人、不足していると感じているすべての人を探し、

救うために来たからです。彼は群衆さえも救いに来ました。私たちの誰も、それに匹敵する

ことはできません。私たちの中には邪魔になる人もいます。ローマの信徒への手紙3章23節

から24節に「人は皆、罪を犯して神の栄光を受けられなくなっていますが、ただキリスト・

イエスによる贖いの業を通して、神の恵みにより無償で義とされるのです。」とあります。

私たちは皆、不足しています。そして、私たちは足りなかったので、私たちは群衆になり、

私たちは波の中に入り込んでしまいました

応答の祈り

今日、私は2つのグループの人々のために祈りたいと思います。1番目のグループは、群衆に

よって傷つけられた人、宗教によって傷つけられた人、牧師や教会の指導者によって傷つけ

られた人たちのために祈りたいと思います。もしかしたら、あなたはイエスに近づこうとし

たかもしれませんが、私たちの行動があなたを遠ざけてしまったのかもしれません。牧師で

あろうと、指導者であろうと、誰であろうと、私たちは壊れた人間です。私たちは皆、イエ

スを必要としています。もしそれがあなたなら、イエスにもう一度チャンスを与えて、救い

をもたらしてくださいますか。今朝、あなたの命を祈ってください。

2番目のグループは、私自身を含め、人々を傷つけた人々のために祈りたいと思います。もし

あなたが今朝ここに来て、「そうだね、意図的か非意図的かに関わらず、人々がイエスに近

づくのを私は邪魔してしまったかもしれない」と言うなら、少し時間をとって神に許しを求

めてみてはいかがでしょうか。私たちが群衆になって邪魔になったことを許してください。

批判的であり、人々を押し下げるためです。主よ、私たちがより良くなり、あなたの民をよ

り良く愛することができるよう助けてください。イエスは私たちの誇りや不安を取り除き、

平和、愛、喜びを与えたいと願っておられます。

祝祷



「主があなたを祝福し、あなたを守ってくださいますように。主があなたに微笑みかけ、あ

なたに恵みを与えてくださいますように。主があなたに恵みを示し、あなたに平安を与えて

くださいますように。今週も恵みと恵みがあなたとともにありますように。ここに来てくれ

てありがとう、次の日曜日にお会いしましょう。友達を連れてきてください。


